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令和6年12⽉14⽇(⼟)
時間：午後１時３０分
会場：中標津町総合⽂化会館コミュニティホール 

主催：中標津しるべつなぎ会・中標津町教育委員会
本事業は、令和６年度地域⽂化財総合活⽤推進事業(地域⽂化遺産・地域計画等)【⽂化芸術振興費補助⾦】の助成を受けています。

中標津町⽂化財フォーラム 2024

参加費無料



x

■中標津町⽂化財フォーラムの主な内容
・中標津町の⽂化財の紹介
・中標津町⽂化財保存活⽤地域計画の紹介
・中標津しるべつなぎ会の活動報告
・パネルディス カッション
（アドバイザーによる話題提供あり）

●パネラー
阿部 嗣⽒：中標津しるべつなぎ会会⻑・中標津町郷⼟館友の会会⻑
飯島 実⽒： -〃- 副会⻑・NPO法⼈伝成館まちづくり協議会代表理事
佐々⽊優⽒： -〃- 副会⻑・中標津町の⽂化財を考える会代表

●アドバイザー
⾓ 幸博⽒：北海道⼤学名誉教授・NPO法⼈歴史的地域資産研究機構代表理事
⻄⼭徳明⽒：北海道⼤学観光学⾼等研究センター教授 
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●中標津町⽂化財保存活⽤地域計画（以下地域計画） 
本計画は、近年の過疎化・少⼦⾼齢化の進⾏、⾃然災害の発⽣により⽂化財を取

り巻く社会状況が⼤きく変わってきていることから、⽂化財のき損・滅失・散逸を
防ぐための対応として、平成31(2019)年に法改正し制度化された概念に基づき、
中標津町⽂化財保存活⽤地域計画協議会で検討を進めてきた。 令和５(2023)年12
⽉に⽂化庁⻑官から認定を受ける。

●中標津しるべつなぎ会
地域計画の作成を契機に、⽂化財の保存活⽤をより積極的に進めようと、町⺠有

志により設⽴(令和6(2024)年3⽉)。
中標津町で歴史⽂化の保存活⽤、まちづくり、景観形成などに取り組む５つの団

体がゆるやかにつながり、情報共有または協⼒・連携しようと、定期的に会合を積
み重ね、調査活動などを⾏なっている。

構成団体：中標津町郷⼟館友の会、NPO法⼈伝成館まちづくり協議会、中標津町
の⽂化財を考える会、みんなの景観なかしべつプロジェクト、なかしべつ町⺠活動
ネットワーク（順不同）

本事業は、令和６年度地域⽂化財総合活⽤推進事業(地域⽂化遺産・地域計画等)【⽂化芸術振興費補助⾦】の助成を受けています。


